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報道関係者各位 

 

お世話になっております。 

ＡＱＵ先端テクノロジー総研と申します。 

ニュースリリースをお送りしますので、よろしくお願いいたします。 

 

━━━━━━━━━━━━━……‥・・・ ・ ・ ・ ・・‥…━━━━━━━━━━ 

ウェアラブルカメラ、ヘッドマウントディスプレイ、新用途開発で市場急拡大!  
臨場感コンテンツ、アプリ開発に期待高まる、教育、コミュニケーションなどに可能性 

AQU先端テクノロジー調査 
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http://www.aqu.com/new-hmd/ 

http://www.aqu.com/aqu-news/2014-10-23.pdf       ニュースリリース 

http://www.aqu.com/new-hmd/sample-1.pdf            内容サンプル 

http://www.aqu.com/                           ＡＱＵ メインページ 

 
 

 
 

臨場感ＨＭＤ、新ウェアラブル機器の 

需要動向と市場予測に関する調査  
 

－ＶＲ、ＡＲ、ＭＲデバイスの新潮流と期待されるアプリ用途開発－ 
 

<調査報告書> 

 
 

 

 

先端技術市場の調査会社、AQU 先端テクノロジー総研は、このたび、調査報告書 

『臨場感ＨＭＤ、新ウェアラブル機器の需要動向と市場予測に関する調査 －ＶＲ、ＡＲ、

ＭＲデバイスの新潮流と期待されるアプリ用途開発－』 を発刊しました。 

 

 

これまでとは異なる格段の臨場感を持つＨＭＤ（ヘッドマウントディスプレイ）、ＶＲ（バー

http://www.aqu.com/new-hmd/
http://www.aqu.com/aqu-news/2014-10-23.pdf
http://www.aqu.com/new-hmd/sample-1.pdf
http://www.aqu.com/
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チャルリアリティ）が注目されています。Oculus Rｉｆｔなどの最新型ＶＲデバイスは、ゲーム

だけでなく、教育、コミュニケーションなど、さまざまな用途が今後開発可能であり、大きな

アプリ開発のチャンスがあります。臨場感ＨＭＤの市場は市場の裾野が広く、スマートフォ

ンを使った簡易型のＨＭＤが数多く登場してきており、今後は、360 度全方向のパノラマ

動画などを簡単に見ることができ、実写映像を取り込んだコンテンツ開発に可能性が広

がっています。 

 

ウェアラブル・アクションカメラは、ユーザーの目線と同じ視点から撮影した動画や写真

を追体験できますが、３６０度広視野角のような要素を取り入れながら、発展してゆく可能

性があり、臨場感ＨＭＤとの連携が注目されます。 

 

ＨＭＤ市場は、このように、アプリ開発だけでなく、他のウェアラブル機器との連携によ

り拡大、２０１５年～２０１６年にブレイク、世界市場では１，０００万台を突破して成長拡大

してゆくものと予測されます。またＶＲデバイス（Ｏｃｕｌｕｓ Ｒｉｆｔなど）、ＡＲデバイス（Google 

Glass など）また、ＭＲデバイス（MREAL など）は、それぞれにおいて、市場発展が見込ま

れています。 

 

なお、ウェアラブルの機器開発は、単なる経済への貢献だけでなく、人類の医療福祉、

ＱＯＬ（生活の質）の向上といった側面を担おうとしています。たとえばＡＬＳ（筋萎縮性側

索硬化症）の人々のＱＯＬ（生活の質）の向上に役立つ、ウェアラブルシステムの開発、あ

るいは、高齢化社会に光明を感じさせる、アルツハイマー、認知症の治療用ウェアラブル

デバイスなどの開発が進んでいます。ウェアラブルデバイスは脳ＩＣＴとの連携に、大きな

可能性が出てきました。 

 

当調査報告書は、ウェアラブル・アクションカメラ、ＨＭＤ市場に挑む、 先進的企業の

関係者、とくに、事業開発、社長室、企画開発室、研究所、ベンチャー企業等において有

益な内容となっています。 

 

━━━━━━━━━━━……‥・・・ ・ ・ ・ ・・‥…━━━━━━━━━ 

『臨場感ＨＭＤ、新ウェアラブル機器の需要動向と市場予測に関する調査 

－ＶＲ、ＡＲ、ＭＲデバイスの新潮流と期待されるアプリ用途開発－』 

http://www.aqu.com/new-hmd/ 

◆レポート体裁  プリント製本 A4版 、PDF ファイル 280頁 

ISBN 978-4-904660-26-3 

2014年 10月刊 

━━━━━━━━━━━……‥・・・ ・ ・ ・ ・・‥…━━━━━━━━━ 
 

いくつかの注目ポイントについて、お知らせいたします。 
 

 

【調査ポイントの一例】 

  

http://www.aqu.com/new-hmd/
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2011   2012   2013   2014      2015      2016     2017  2018    2019     2020    2021 （年）  

（市場拡大）

市場拡大発展へ

HMD市場離陸HMD研究実用化

 ＨＭＤ (ウェアラブルデバイス) のビジネスビジョン

Ｗｅａ ｒａ ｂ ｌｅ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ

Ｗｅａ ｒａ ｂ ｌｅ Ｔｅｃ ｈｎｏ ｌｏｇｙ

Ｗｅａ ｒａ ｂ ｌｅ Ｃｏｍ ｐｕｔｉｎｇ

Ｗｅａ ｒａ ｂ ｌｅ Ｔｅｃ ｈｎｏ ｌｏｇｙ

●美術館、博物館

※リオデジャネイロ
夏季オリンピック
（2016年）

●パーソナル支援

●警察、警備支援

HMDの本格化へ

■民生系  ゲーム、ＡＶ、Ｗｅｂ、スポーツ、ヘルスケア、トレーニング、シミュレーション、ＡＲ（拡張現実）、ライフログ、メディア

●ビデオゲーム

■産業系  作業支援、開発支援、流通支援、医療支援、作戦情報支援、教育支援、オフィス業務支援、ロボット…          

●ヘルスケア

●リハビリ

●ＡＲサービス

●シミュレーション

●どこでもプレゼン

●緊急医療支援

●組み立て作業
●スポーツ

●３Ｄ映画

●遠隔作業支援

★Google Ｇlass

★Ｏｃｕｌｕｓ Ｒｉｆｔ

●ライフログ

パーソナライゼーション進展
民生、産業、相乗効果的に発展拡大

★開発環境の提供

●情報エンタテイメント

●トレーニング

※東京
夏季オリンピック
（2020年）

●観光支援

※韓国平昌
冬季オリンピック
（2018年）

●料理支援
★Telepathy One

ＡＲ系ＡＲ系

ＶＲ系ＶＲ系

ウェアラブル・ア クション
カメラとの連携

脳ＩＣＴデバイスとの複合

★アプリ開発拡大
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(万台）

●コミュニケーション

コンタクトレンズとの連携

ウェアラブル・アクションカメラと臨場感ＨＭＤ （ＶＲ）

アプリ、
コンテンツ

ネットワーク

ウェアラブル・ア クションカメラ
   （ライフログカメラ）

   （ネットワークカメラ）

クラウド
サービス

アプリ開発パ ートナー

  システム支援

コミュニティ

 ＶＲデバイス
（ＡＲデバイス）

（ＭＲデバイス）

ユーザーの投稿

ユーザーの目線と同じ視点から
撮影した動画や写真を追体験できる

ウェアラブル・アクションカメラと、臨場感ＨＭＤとの連携に可能性

臨場感ＨＭＤ
ウェアラブル・
アクションカメラ

視聴 、追体験

市場の裾野が広い、ＨＭＤ ＶＲデバイス

簡易型ＨＭＤ

本格型ＨＭＤ

ノベルティグッズなど

本格的なものを追求へ

利用者は簡易型で、ＶＲの世界の入り口に

脳ＩＣＴデバイスの可能性

イメージ例

気になる度のアップ→自動撮影

脳波 セン サ ー
＋

ウ ェアラ ブル カ メ ラ

難病患者などの生活支援認知症、パーキンソン病支援

脳細胞への刺激

将来は、つけるだけ、かぶるだけで
頭がよくなる、賢くなる？

脳波、入出力

脳の健康支援…

ウェアラブル、複合製品の可能性ウェアラブル、複合製品の可能性

将来はネットコミュニケーション、
「以心伝心」

 
  

 
 
はじめに 
 
臨場感ＨＭＤ、VR（バーチャルリアリティ）が注目されるようになってきた。ＨＭＤ（ヘッ

ドマウントディスプレイ）において、最近注目されるデバイスとしては、Google Glass (Ｇｏ
ｏｇｌｅ)、Oculus Rｉｆｔ (Oculus ＶR)などがあるが、これらは、ＡＲ（拡張現実）、ＶＲ（仮想
現実）といったキーワードとつながっている。ＡＲが話題になって以降、ＶＲは話題から遠
ざかっていたが、ここにきて再び VRが注目されるようになってきた。 

Oculus Riftはまだ開発向けの販売であり、一般向けではないが、そのＶＲ映像を見た
人はサプライズ、異口同音に没入感、臨場感の深さ、凄さを口にしている。折から、Ｆａｃ
ｅｂｏｏｋ社による Oculus VR社の買収は、ゲーム業界に衝撃を与えた。それは、ＨＭＤ、
ＶＲデバイスの未来が、ゲームだけでなく、教育、コミュニケーションなど、さまざまな用途
開発が可能であり、たとえば、遠隔でありながら、その場にいるような感覚で、スポーツを
観戦したり、ライブを視聴したり、講義を視聴したり、といったことができ、従来発想には
なかった世界が大きく広がったからである。 

 
臨場感ＨＭＤの市場は市場の裾野が広く、可能性に満ちている。それは、スマートフ

ォンを使った簡易型のＨＭＤが数多く登場してきており、まさに一般に広がろうとしてい
るからだ。このことにより、360 度全方向が動画になっているパノラマ動画などを簡単に
見ることができる。今後、実写映像を取り込んだコンテンツの開発が進展することで、臨
場感ある新コンテンツビジネスが大きく飛翔してゆくことだろう。 

 
ところで、カメラ機能を持ったスマートフォンの台頭はデジタルカメラ市場に大きな影

響を与えた。同市場は、成長拡大から一転、縮小傾向にあり、世界販売数量ベースで
は、２０１１年をピークに激減している。しかし、このような中でニッチ市場でありながら、成
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長加速しているのが、ウェアラブル・アクションカメラである。草分けである米国ベンチャ
ー、Woodman Labs 社（GoPro の開発販売）は、２０１４年６月、ＮＡＳＤＡＱに上場、その
目論見書には「GoPro によって世界は情熱を捉え、共有できるようになった」と書かれて
いる。ウェアラブル・アクションカメラの世界市場は加速し、前年比２倍強に拡大、２０１３
年は、５００万台規模に達した。今後の市場は、面白く感動的なシーンを追体験、体験
共有する、というニーズを背景に、動画共有サイト、ＳＮＳなどと連携しながら、年率２０～
３０％の高成長が続くものと予測される。 

 
ウェアラブル・アクションカメラは、ユーザーの目線と同じ視点から撮影した動画や写
真を追体験できるが、これは、まさに、メガネ型のHMD と同じ発想である。ウェアラブル・
アクションカメラは、３６０度広視野角のような要素を取り入れながら、発展してゆく可能
性があり、この意味でも、臨場感ＨＭＤとの連携は自然な流れであろう。 

 
ＨＭＤ市場は、このように、アプリ開発だけでなく、他のウェアラブル機器との連携によ
り拡大、２０１５年～２０１６年にブレイク、世界市場では１，０００万台を突破して成長拡大
してゆくものと予測される。そしてＶＲデバイス（Ｏｃｕｌｕｓ Ｒｉｆｔなど）、ＡＲデバイス
（Google Glassなど）また、ＭＲデバイス（MREALなど）は、それぞれにおいて、市場発展
してゆくと考えられる。 
なお、ウェアラブルの機器開発は、単なる経済への貢献だけでなく、人類の医療福
祉、ＱＯＬ（生活の質）の向上といった側面を担おうとしている。フィリップスとアクセンチュ
アは、脳波を測定する機器とウェアラブルディスプレイを接続し、脳波を通じて照明やテ
レビなどの家電の操作やメールの送信などを行えるソフトウェアを共同で開発した。これ
は、ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）の人々のＱＯＬの向上に役立っている。いっぽう、アル
ツハイマー治療用ウェアラブルデバイスが開発されており、従来の医薬療法よりも、かな
りの効果があるという研究成果が出てきている。これはアルツハイマー、認知症という、
人類的課題に大きな貢献ができる可能性を有している。 

 
当調査は、「ウェアラブル・アクションカメラの市場展望と市場予測」、「HMD(ヘッドマ

ウントディスプレイ)の市場規模と市場予測編」、「臨場感ＨＭＤの新用途コンテンツの可
能性と市場展望」、「ウェアラブルの進化系、脳ＩＣＴ関連製品の可能性」、「注目される
VR、AR、MRの動向と、新市場の展望」、「臨場感 HMD(ヘッドマウントディスプレイ)の新
用途、新需要動向」、「臨場感ＨＭＤ、アプリ開発、未来ビジネス構想戦略編」から構成
されている。需要動向をとらえながら、分析しており、事業開発を進める上で有益な内容
となっている。当調査が皆様のビジネス開発、研究開発、製品サービス開発に少しでも
寄与できれば幸いである。 

ＡＱＵ先端テクノロジー総研 
 

 
 

 
 
※お問い合わせ連絡先 
****************************************************************** 
株式会社 AQU先端テクノロジー総研 
http://www.aqu.com/   
〒260-0027千葉市中央区新田町 36-15   
千葉テックビル 6F  FLPC 
TEL 043-204-1258         
FAX 043-204-1316 
子安、那須 
info@aqu.com 
****************************************************************** 
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